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熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会
で
は
、
地
域
・
家
庭
・
学
校
・

行
政
・
関
係
機
関
等
の
連
携
が
更
に
深
ま
り
、
熊
毛
地

区
の
社
会
教
育
が
ま
す
ま
す
充
実
・
発
展
す
る
こ
と
を

願
っ
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
熊
毛
の
社
会
教
育
」
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
御
一
読
い
た
だ
き
、
本
地
区
の

社
会
教
育
の
更
な
る
充
実
・
発
展
に
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

一
・
二
ペ
ー
ジ
に
は
、
地
区
主
要
行
事
が
、
三
～
六

ペ
ー
ジ
に
は
、
一
市
三
町
の
特
色
あ
る
事
業
等
が
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
。

屋
久
島
会
場
：
令
和
五
年
五
月
二
十
日(

土)

屋

久

島

町

役

場(

五
十
七
人)

種
子
島
会
場
：
令
和
五
年
六
月
四
日(

日)

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム(

四
十
二
人)

屋
久
島
会
場
は
、
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

両
会
場
と
も
多
く
の
子
ど
も
会
関
係
者
が
参
加
し
、
子
ど

も
会
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
身
の
回
り
の
危
険
に
つ
い

て
考
え
た
り
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
指
導
者
・
育
成
者
か
ら
は
、「
講
義
を

受
け
、
子
ど
も
会
活
動
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ
た
」「
子

供
た
ち
の
主
体
性
を
大
事
に
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
感
想
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

令

和

五

年

五

月

三

十

一

日

(

水

)

屋
久
島
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
計
百
三
十
六
人)

人
権
教
育
ブ
ロ
ッ
ク
別
指
導
者
研
修
会
で
は
、
県
男

女
共
同
参
画
局
人
権
同
和
対
策
課
の
常
深
透
氏
に
「
誰

も
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
心
温
ま
る

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
性
的
指
向
・
性
自
認
等
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
午
後
の
研
修
で
は
、
西
之

表
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
松
田
学
会
長
に
「
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
在
り
方
と
課
題
」
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
発
表
を
受
け
、
出
席
者
同
士
で
地
域
学
校

協
働
活
動
や
日
頃
の
活
動
に
つ
い
て
研
究
協
議
を
行
い

ま
し
た
。
各
団
体
で
会
員
数
の
減
少
や
会
員
同
士
の
繋

が
り
の
希
薄
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
「
コ
ロ

ナ
禍
で
で
き
な
か
っ
た
活
動
を
、
三
年
分
楽
し
く
笑
っ

て
思
い
出
を
作
り
な
が
ら
行
い
た
い
」
と
い
う
前
向
き

な
意
見
も
出
さ
れ
、
充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
六
月
二
十
四
日
（
土
）
～
二
十
五
日
（
日
）

南

種

子

町

自

然

の

家

（

二

十

一

人

）

「
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
を
通
し
て
海
洋
漂
流
物
や
環
境

問
題
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
題
し
、
漂
流
物
学
会
会
員
の

住
岡
重
寛
氏
（
中
種
子
町
在
住
）
を
講
師
に
、
講
義
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

各
市
町
青
年
団
活
動
報
告
や
野
外
炊
飯
、
情
報
交
換
会
と
参

加
者
同
士
が
交
流
を
深
め
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「だーい好き！」の気持ちを

こめてあいさつを！

「私こそ」「あなたこそ」が

必要な存在です。

＜熊毛地区社会教育主要事業実績＞

月 日 曜 事 業 名 会 場 出席者数

５ 20 土
地区子ども会指導者・育成者研修会

屋久島町役場
31人

地区リーダー研修会・安全教育講習会 26人

地区人権教育ブロック別指導者研修会 136人

５ 31 水 地区社会教育指導者研修会（ＰＴＡ・女性団 屋久島離島開発総合
体・高齢者団体），地区社会教育委員等研修会 センター 43人
及び自治公民館経営研究会

６ ４ 日
地区子ども会指導者・育成者研修会

西之表市勤労青少年ホーム
23人

地区子ども会安全教育研修会 19人

６ 24 土 地区社会教育指導者研修会（青年団体）～25日 南種子町自然の家 21人

７ 11 火 地区文化財保護審議会委員等研修会 南種子町研修センター 33人

８ 28 月 地区子ども会大会・創作活動大会 ～29日 あっぽ～らんど 31人

12 ２ 土 県ＰＴＡ活動研究委嘱公開（国上小・住吉小） 西之表市民会館 324人

12 ９ 土 地区子ども会ジュニア・リーダー養成研修 中種子町立中央公民館 29人

人

権

教

育

ブ

ロ

ッ

ク

別

指

導

者

研

修

会

社
会
教
育
指
導
者
研
修
会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
女
性
団
体
・
高
齢
者
団
体
）

社
会
教
育
委
員
等
研
修
会
及
び
自
治
公
民
館
経
営
研
究
会

【フィールドワーク】

社
会
教
育
指
導
者
研
修
会
（
青
年
団
体
）

【研究協議】

・ 熊毛地区の自然環境につい

て学ぶよい機会となった。

・ 海岸清掃や地域のごみ拾い，

団員増加のための声かけなど

に，今後積極的に取り組んで

いきたい。

・ 各市町の青年団の多岐に渡

る活動を知り，自分たちの活

動に取り入れたいと思った。

子
ど
も
会
指
導
者
・
育
成
者
研
修
会

子

ど

も

会

安

全

教

育

研

修

会

（
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
・
安
全
教
育
講
習
会
）

熊毛の社会教育 熊毛地区社会教育振興会

屋久島会場【研修】
「子ども会って何をするの？」

種子島会場【安全教室】
「正しい応急処置について」

令

和

六

年

二

月

発

行

熊

毛

地

区

社

会

教

育

振

興

会

【講演】
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令

和

五

年

七

月

十

一

日

（

火

）

南

種

子

町

研

修

セ

ン

タ

ー

（

三

十

三

人

）

県
教
育
庁
文
化
財
課
の
横
手
浩
二
郎
主
任
文
化
財
主
事

兼
係
長
に
指
導
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
県
文
化
財
保
存

活
用
大
綱
に
基
づ
く
各
種
取
組
に
つ
い
て
研
修
を
深
め
ま

し
た
。
研
究
協
議
で
は
、
西
之
表
市
文
化
財
保
護
審
議
会

の
岩
下
真
奈
美
委
員
に
、「
郷
土
の
文
化
財
の
保
存
と
活
用

の
在
り
方
」
と
題
し
、
主
に
地
区
内
の
登
録
有
形
文
化
財

の
登
録
の
流
れ
や
活
用
に
つ
い
て
事
例
発
表
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
登
録
に
つ
い
て
の
説
明
が
大
変
分
か
り
や

す
か
っ
た
」「
有
形
文
化
財
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
文
化

財
の
保
存
・
活
用
の
た
め

の
参
考
に
な
っ
た
」
と
非

常
に
好
評
で
し
た
。
最
後

に
現
地
視
察
に
出
掛
け
、

南
種
子
町
教
育
委
員
会

の
小
脇
有
希
乃
文
化
係

長
に
横
峯
遺
跡
、
宮
松

原
神
社
、
上
妻
城
址
を

案
内
し
て
い
た
だ
き
、

実
り
あ
る
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

令

和

五

年

八

月

二

十

八

日

（

月

）

～

二

十

九

日(

火)

あ
っ
ぽ
～
ら
ん
ど
多
目
的
交
流
館
「
ふ
れ
あ
い
」
（
三
十
一
人
）

本
大
会
は
、
四
年
ぶ
り
に
宿
泊
を
伴
う
日
程
で
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
開
会
後
す
ぐ

は
不
安
そ
う
な
面
持
ち
で
し
た
が
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
話
合
い
活
動
を
通
し
て
徐
々
に
緊
張
が
解
け
た
様

子
で
し
た
。
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
や
貝
殻
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
作
り
は
、
中
学
生
の
班
長
が
中
心
と
な
っ
て
下
級
生

を
リ
ー
ド
し
、
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
安
全
に
楽
し
く
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
学
二
年
生
か
ら
中
学

三
年
生
ま
で
の
異
年
齢
で
様
々
な
班
活
動
を
体
験
し
、

学
び
の
多
い
二
日
間
に
な
り
ま
し
た
。

令

和

五

年

十

二

月

九

日

(

土

)

中

種

子

町

立

中

央

公

民

館

（

二

十

九

人

)

最
初
は
緊
張
し
た
様
子
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
た

ち
で
し
た
が
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
次
第
に
打
ち
解
け
、
活
発
な
交
流
が

図
ら
れ
ま
し
た
。
「
Ｋ
Ｙ
Ｔ
の
実
際
」
や
各
団
体
の
活

動
発
表
で
は
、
自
分
の
意
見
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

こ
と
や
、
他
者
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
視
野
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
午
後
の
ボ
ッ
チ
ャ
で
は
、
グ
ル
ー

プ
内
で
作
戦
を
立
て
た
り
、
違
う
グ
ル
ー
プ
の
上
手
な

プ
レ
ー
に
思
わ
ず
拍
手
を
し
た
り
し
て
、
勝
敗
に
関
わ

ら
ず
楽
し
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
昨
年
度
に
引

き
続
き
参
加
し
た
ジ
ュ
ニ

ア
・
リ
ー
ダ
ー
か
ら
は
、

「
前
回
の
研
修
で
得
ら
れ

た
友
達
と
の
仲
を
も
う
一

度
深
め
る
こ
と
が
で
き
嬉

し
い
」
と
い
う
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
も
参
加

者
同
士
や
団
体
間
の
交
流

が
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

令
和
五
年
度
各
種
表
彰

※
敬
称
略

◆
子
供
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
文
部
科
学
大
臣
表
彰

中
種
子
町
立
油
久
小
学
校

◆
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
表
彰

屋
久
島
町
立
宮
浦
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

松
田

学

（
西
之
表
市
）

山
浦

拓
己

（
中
種
子
町
）

◆
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
表
彰

丸
田

健
次

（
西
之
表
市
）

◆
県
優
良
少
年
少
女
団
体
及
び
地
域
高
校
生
ク
ラ
ブ
等
表
彰

南
種
子
町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
「
コ
ス
モ
ス
」

旭
町
子
ど
も
会

（
屋
久
島
町
）

◆
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

上
妻

初
生

（
西
之
表
市
）

竹
屋
野
育
成
会

（
中
種
子
町
）

下
中
地
区
公
民
館
青
少
年
育
成
部
（
南
種
子
町
）

◆
熊
毛
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

川
迎
（
小
）
子
ど
も
会
育
成
会

（
西
之
表
市
）

長
田

英
幸

（
南
種
子
町
）

◆
熊
毛
地
区
社
会
教
育
関
係
優
良
団
体
及
び
個
人
表
彰

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
お
ひ
さ
ま
ス
マ
イ
ル
」

（
西
之
表
市
）

吉
原

三
保
子

（
西
之
表
市
）

小
山

岳
富

（
南
種
子
町
）

丸
山

健

（
屋
久
島
町
）

子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

子

ど

も

会

大

会

・

創

作

活

動

大

会

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
等
研
修
会

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【研修「ＫＹＴの実際」】

【現地視察（横峯遺跡）】

【夕食後の片付け】

・ たくさんの友達ができて嬉しい。

・ この大会で学んだことを自分た

ちの子ども会活動に生かしたい。

・ 下級生をまとめるのに苦労した

が，たくさんの思い出ができた。

・ コミュニケーションやチームワー

クの大切さを学んだ。

・ これまで気付かなかった自然に

触れることができた。

熊毛地区社会教育振興会 熊毛の社会教育

熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会
事
務
局

住

所

西
之
表
市
西
之
表
七
五
九
〇
番
地

熊
毛
教
育
事
務
所
内

電

話
（
〇
九
九
七
）
二
二
ー
〇
五
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
九
九
七
）
二
二
ー
〇
五
二
一

編 集 ・ 発 行
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「
波
濤
を
超
え
、
全
国
ど
こ
で
で
も
た
く
ま

し
く
生
き
抜
く
こ
と
の
で
き
る
力
を
備
え
た

人
間
育
成
」
、「
郷
土
振
興
に
情
熱
を
燃
や
し
、

郷
土
興
し
の
原
動
力
た
り
得
る
人
間
育
成
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、「
ひ
と
り
だ
ち
の
教
育
」

を
本
市
教
育
の
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
ま
な
び
～
隊
」
は
市
内
の
小
学

三
年
生
か
ら
小
学
六
年
生
を
対
象
と
し
、
様
々

な
体
験
学
習
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
や

文
化
な
ど
を
学
び
、
ま
た
異
年
齢
で
交
流
す

る
こ
と
で
豊
か
な
人
間
関
係
や
規
範
意
識
、

社
会
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
五
年
度
は
、
年
間
八
回
の
活
動
を
計

画
し
、
募
集
定
員
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
第
五
類
へ
移
行
し
た

こ
と
も
あ
り
、
前
年
度
の
二
十
人
か
ら
三
十

人
に
戻
し
て
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

六
月
の
仲
間
づ
く
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
始
ま
り
、
七
月
は
西
之
表
市
南
部
の
安
城
・

立
山
・
中
割
・
古
田
の
文
化
財
を
巡
る
校
区

探
検
バ
ス
ツ
ア
ー
、
九
月
に
は
国
指
定
天
然

記
念
物
の
国
上
湊
川
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
（
メ

ヒ
ル
ギ
）
を
川
下
り
す
る
カ
ヌ
ー
・
い
か
だ

体
験
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、

十
月
は
竹
鉄
砲

づ
く
り
な
ど
の

昔
遊
び
、
十
一

月
は
野
外
炊
飯

で

カ

レ

ー

作

り
、
十
二
月
は

夜
の
鉄
砲
館
で

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
行
い
、
普
段
で
は

体
験
で
き
な
い
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
活
動
を
計
画
し
、
た
く
さ
ん

の
児
童
が
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
の

提
供
に
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
活
動
の
充
実
と
市
民
の
読
書
意
欲

が
向
上
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
様
々
な
取
組

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

以
前
よ
り
運
行
さ
れ
て
い
た
移
動
図
書
館

車
「
あ
お
ぞ
ら
二
号
」
の
老
朽
化
に
伴
い
、

令
和
三
年
度
に
永
寶
株
式
会
社
様
か
ら
い
た

だ
い
た
寄
附
金
を
活
用
し
て
、
今
年
度
は
、

新
た
に
「
あ
お
ぞ
ら
三
号
」
を
購
入
し
ま
し

た
。
新
し
く
購
入
し
た
移
動
図
書
館
車
は
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
型
で
あ
り
、
積
載
で
き
る
本
の

数
は
以
前
よ
り
減
少
す
る
も
の
の
、
小
回
り

が
利
き
、
様
々
な
場
所
へ
巡
回
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
立
図
書
館
で
は
、
図
書
館
で
借

り
た
本
の
履
歴

を
、
銀
行
の
通
帳

の
よ
う
に
記
録
で

き
る
「
図
書
通
帳
」

の
運
用
を
始
め
ま

し
た
。通
帳
に
は
、

借
り
た
日
、
本
の

タ
イ
ト
ル
、
著
者

名
な
ど
を
印
字
す

る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
読
書
活
動
の
一
つ

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図
書
館
業
務
の
体
験
や
豆
本
製
作
、
読
み

聞
か
せ
の
実
践
等
を
通
し
て
、
学
校
図
書
に

お
け
る
読
書
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、

令
和
三
年
度
か
ら
ブ
ッ
ク
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

養
成
講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

例
年
、
市
内
の
小
学
校
高
学
年
の
児
童
・

中
学
校
の
生
徒
及
び
学
校
司
書
を
対
象
に
、

二
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
、
今
年
は
小
学
生

五
人
、
学
校
司
書
四
人
の
計
九
人
が
参
加
し
、

講
座
終
了
後
、
ブ
ッ
ク
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
今
回
習
っ
た
こ
と
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
や
「
こ
の
講
座
を

通
し
て
、
今
ま
で
よ
り
も
本
の
こ
と
が
好
き

に
な
れ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
講
座
を
通

し
て
、
よ
り
多

く
の
子
供
た
ち

が
、
本
に
触
れ

る
機
会
を
増
や

す
た
め
に
も
継

続
し
て
実
施
し

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

十
二
月
十
一
日
、
市
立
図
書
館
で
鹿
児
島

県
図
書
館
協
会
熊
毛
支
部
の
図
書
館
職
員
等

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
熊
毛
の
各
市
町

か
ら
多
く
の
図
書
館
関
係
者
が
来
館
し
、
館

内
の
見
学
や
小
山
田
館
長
に
よ
る
講
話
、
各

市
町
の
公
共
図
書
館
及
び
学
校
図
書
館
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
情
報
交
換
・
グ
ル
ー
プ

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

情
報
交
換
・
グ
ル
ー
プ
協
議
で
は
、
魅
力

あ
る
図
書
館
づ
く
り
の
た
め
の
取
組
や
ア
イ

デ
ィ
ア
な
ど
を
共
有
し
、
選
書
か
ら
防
犯
・
災

害
対
策
に
い
た

る
ま
で
様
々
な

課
題
に
つ
い
て

語
り
合
い
、
図

書
館
に
携
わ
る

者
同
士
の
有
意

義
な
交
流
の
場

と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

十
二
月
二
日
、
市
民
会
館
に
お
い
て
、
種

子
島
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
華
や
か
な
演
奏

で
開
幕
し
、
国
上
小
学
校
と
住
吉
小
学
校
の

二
校
同
時
開
催
と
な
る
活
動
研
究
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
主
題
に
対

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
取
組
成
果
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

Ｍ
Ｄ
Ｓ
（
マ
キ
オ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
）

代
表
取
締
役
の
牧
尾
正
臣
氏
に
よ
る
講
演
で

は
、
御
自
身
の
荒
波
を
く
ぐ
り
抜
け
た
人
生

や
、
子
供
た
ち
へ
の
和
太
鼓
演
奏
の
指
導
な

ど
に
よ
る
様
々
な
経
験
を
通
し
て
、
子
供
た

ち
に
「
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
」
を
身
に
付

け
さ
せ
る
教
育
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
牧
尾
氏

が
代
表
を
さ
れ
て

い
る
、
あ
く
ね
毘

沙
門
太
鼓
「
響

流
（
コ
ー
ル
）」
に

よ
る
演
奏
披
露

も
あ
り
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

熊毛の社会教育 熊毛地区社会教育振興会

熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会

ふ
る
さ
と
ま
な
び
～
隊

カヌー・いかだ体験

読み聞かせの実践

牧尾氏による講演

充
実
し
た
図
書
館
活
動

楽
し
い
読
書
活
動
の
推
進

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開

熊
毛
大
会

移動図書館車「あおぞら３号」

ブ
ッ
ク
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
養
成
講
座

図
書
館
職
員
等
研
修
会

グループ協議の様子

西 之 表 市
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「
種
子
島
縦
断
！
親
子
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

２
０
２
３
」
を
五
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日

に
開
催
し
ま
し
た
。
一
日
目
の
二
十
七
日
は
、

か
ご
し
ま
国
体
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
し
て
行
わ
れ
、

二
日
間
で
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
四
十

八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
歩
き
や
す
い

気
候
の
中
、
西
之
表
港
か
ら
種
子
島
中
央
体

育
館
ま
で
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
雨
が
少
々
降
る
中
、
種
子
島

中
央
体
育
館
か
ら
宇
宙
セ
ン
タ
ー
へ
向
け
て

ス
タ
ー
ト
し
、
大
き
く
天
候
も
崩
れ
る
こ
と
な

く
青
年
団
の
お
兄
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
ゴ
ー

ル
し
、
「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
歩
き
き
っ

た
達
成
感
に
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

中 種 子 町

親子ふれあいウォーク２０２３

七
月
二
十
二
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で
の
期

間
、
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
に
お
い
て
、
最

新
技
術
で
あ
る
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
作
成

し
た
種
子
島
の
偉
人
や
歴
史
・
伝
説
な
ど
の

イ
ラ
ス
ト
二
百
点
以
上
を
展
示
し
た
企
画
展

「
資
料
館×

Ａ
Ｉ
イ
ラ
ス
ト
展
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
鉄
砲
伝
来
で
有
名
な
第
十
四
代
島

主
で
あ
る
種
子
島
時
堯
を
始
め
、
歴
代
島
主

や
五
十
以
上
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
展
示
。
イ

ラ
ス
ト
は
、
缶
バ
ッ
ジ
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に

し
て
販
売
し
ま
し
た
。

ま
た
、
期
間
中
の
日
曜
日
に
は
、
共
催
の

木
下
勝
氏
に
Ａ
Ｉ
イ
ラ
ス
ト
作
成
の
体
験
会

を
実
施
し
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
七
十
六
人

の
方
が
、
自
身
が
想
い
描
く
も
の
を
Ａ
Ｉ
に

イ
ラ
ス
ト
化
し
て
も
ら
い
、
最
新
技
術
の
す

夏
休
み
特
別
企
画
展

「
資
料
館×

Ａ
Ｉ
イ
ラ
ス
ト
展
」

ご
さ
や
面
白
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。
完
成
し

た
作
品
は
ポ
ス
タ
ー
と
缶
バ
ッ
ジ
に
し
て
贈

呈
し
、
体
験
者
は
大
変
喜
ん
で
い
る
様
子
で

し
た
。

熊
毛
地
区
初
で
あ
っ
た
今
回
の
企
画
展
に

は
、
島
内
外
か
ら
三
百
七
十
六
人
が
来
場
さ

れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。
来
年
度
も
第
二
弾

の
開
催
を
考
案
中
で
す
。

十
二
月
一
日
に
中
種
子
町
立
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
生
涯
学
習
県
民
大
学

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

昼
の
部
は
、
筑
波
大
学
体
育
系
の
松
元
剛

准
教
授
を
講
師
に
迎
え
、
「
誰
も
が
、
気
軽

に
、
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
在
り
方

～
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
～
」
と
題
し

て
講
演
が
あ
り
、
二
十
六
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
共
生
の
視
点
か
ら
ゲ
ー
ム
ル
ー
ル
を
工

夫
し
、
誰
で
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
チ
ー

ム
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
参
加
者
全

員
で
安
全
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
簡
単
な
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。

夜
の
部
は
、
町
家
庭
教
育
学
級
合
同
研
修

会
と
合
同
開
催
し
、
作
家
の
倉
橋
燿
子
先
生

に
「
子
供
た
ち
の
中
に
は
限
り
な
い
可
能
性

が
眠
っ
て
い
る
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た

生
涯
学
習
県
民
大
学
講
座

家
庭
教
育
学
級
合
同
研
修
会

だ
き
ま
し
た
。
町
内
の
家
庭
教
育
学
級
生
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
六
十
七
人
が
出
席
し
、
先
生
御

自
身
の
体
験
や
子
育
て
経
験
、
執
筆
活
動
、

著
書
な
ど
を
通
し
て
、
子
供
と
の
向
き
合
い

方
、
可
能
性
を
信
じ
、
一
人
の
人
間
と
し
て

尊
重
す
る
こ
と
な
ど
、
子
供
と
の
関
わ
り
方

に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

生涯学習県民講座「夜の部」 生涯学習県民講座「昼の部」

の
ま
ち

な

か

た

ね

風
立

「
種
子
島
縦
断
！

親
子
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
２
０
２
３
」

ＡＩイラスト体験会
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南
種
子
町
で
は
、
み
な
み
た
ね
町
民
大
学

を
設
置
し
て
お
り
、
町
民
の
皆
様
に
幅
広
い

学
習
の
機
会
や
趣
味
を
広
げ
る
場
を
提
供

し
、
生
き
が
い
と
ぬ
く
も
り
に
満
ち
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
中
央
講
座

で
あ
る
生
涯
学
習
講
座
を
開
講
し
て
い
ま

す
。今

年
度
は
、
十
三
講
座
を
開
設
し
、
各
講

座
年
間
八
～
十
回
程
度
で
講
座
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
講
座
で
の
学
習
の
成
果
は
、

二
月
二
十
五
日(

日)

に
開
催
予
定
の
「
第
四

十
回
南
種
子
町
生
涯
学
習
大
会
」
に
お
い
て

展
示
や
ス
テ
ー
ジ
で
発
表
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

十
三
講
座
の
う
ち
、
二
つ
の
講
座
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

【
子
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
】

考
え
る
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

講
し
て
い
ま
す
。
小
学
四
～
六
年
生
を
対
象

に
募
集
を
行
い
、
今
年
度
は
六
人
を
講
座
生

と
し
て
決
定
し
、
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
師
は
、
町
内
で
Ｉ
Ｔ
関
連
の
事
業
を
さ

れ
て
い
る
方
に
お
願
い
し
、
場
所
の
提
供
か
ら

パ
ソ
コ
ン
等
の
学
習
機
材
の
準
備
ま
で
行
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
子
供
た
ち
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
「
ス
ク
ラ
ッ
チ
」
を
学
び

な
が
ら
、
自
作
の
ゲ
ー
ム
を
作
成
す
る
な
ど
、

毎
回
の
講
座
を
楽
し
ん
で
学
習
し
て
い
ま

す
。

【

種

子

島

自

然

塾

】

身
近
に
あ
る
け
れ
ど
意
外
と
知
ら
な
い
種

子
島
の
豊
か
な
自
然
を
、
広
く
深
く
学
ぶ
講

座
で
す
。
大
人
を
対
象
に
募
集
を
行
い
、
多

数
の
申
込
み
の
中
か
ら
十
人
を
講
座
生
と
し

て
決
定
し
、
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
師
と
一
緒
に
山
や
海
岸
を
探
索
し
な
が

ら
、
薬
草
や
有
用
植
物
を
見
つ
け
、
そ
の
多
岐

に
わ
た
る
利
用
法
を
学
ぶ
な
ど
、
種
子
島
の

自
然
の
恵
み
を
再
発
見
で
き
る
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
毎
年
大
人
気
の
講
座
で
す
。

種子島自然塾

「西海岸探検＆秋を味わう会」
子どもプログラミング講座

公
益
社
団
法
人
読
書
推
進
運
動
協
議
会
が

実
施
す
る
第
五
十
三
回
野
間
読
書
推
進
賞
に

お
い
て
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
南
種
子
町
お
は
な
し
子
ど
も
会
が
団
体

の
部
を
受
賞
し
ま
し
た
。

十
一
月
二
日
（
木
）
に
は
、
東
京
都
に
て

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
賞
の
授
与
と
併
せ
て
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
成
果
発
表
も
行
い
ま
し
た
。

お
は
な
し
子
ど
も
会
は
、
一
九
九
四
年
に

発
足
し
、
「
地
域
の
子
供
た
ち
が
よ
り
豊
か

な
想
像
力
を
持
つ
こ
と
、
健
や
か
に
成
長
す

る
こ
と
」
を
願
っ
て
、
例
年
十
人
程
の
メ
ン

バ
ー
で
現
在
ま
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
毎
月
一
回
の
「
お
は
な
し

の
時
間
」
や
学
校
等
へ
出
向
い
て
読
み
聞
か

せ
を
行
う
「
お
は
な
し
宅
配
便
」
、
町
生
涯

学
習
講
座
の
一
つ
と
し
て
行
う
「
親
子
読
書

講
座
」
な
ど
で
す
。

転
勤
・
移
住
世
帯
が
多
い
本
町
に
お
い

て
、
お
は
な
し
子
ど
も
会
の
活
動
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
へ
の
入
口
と
も
な
っ
て
お
り
、
子
供
・

学
校
・
地
域
を
読
書
運
動
で
つ
な
ぐ
存
在
と

し
て
、
今
後
益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
こ
こ
は
も
っ
と
歌
い
込
ん
で
！
」

熱
意
あ
る
指
導
の
声
が
、
六
月
の
南
種
子

中
学
校
に
響
き
ま
す
。
南
種
子
町
出
身
で
プ

ロ
の
チ
ュ
ー
バ
奏
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
石
堂
優
二
郎
氏
の
声
で
す
。

南
種
子
町
で
は
、
一
流
の
芸
術
文
化
に
触

れ
る
機
会
が
少
な
い
離
島
の
現
状
を
踏
ま

え
、
子
供
た
ち
に
プ
ロ
の
演
奏
家
の
指
導
の

機
会
を
提
供
す
る
「
文
化
芸
術
講
座
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
令
和
三
年
か
ら
令
和
五
年

の
三
年
間
、
石
堂
氏
に
よ
る
楽
器
指
導
を
実

施
し
、
南
種
子
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
中
平
小

学
校
金
管
バ
ン
ド
の
児
童
・
生
徒
が
参
加
し

ま
し
た
。

一
つ
一
つ
の
楽
器
の
演
奏
技
法
や
、
自
分

た
ち
で
続
け
ら
れ
る
練
習
方
法
な
ど
に
つ
い

て
多
く
の
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
送
ら
れ
、

子
供
た
ち
の
楽
器
練
習
に
も
熱
が
入
り
ま

す
。令

和
五
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
第
六
十
八
回

鹿
児
島
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
南
種

子
中
学
校
が
見
事
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
児
童
・
生
徒
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

指導の様子

文

化

芸

術

講

座

～
子
供
た
ち
に
プ
ロ
演
奏
家
が
指
導
～

南 種 子 町南

種

子

町

生

涯

学

習

講

座

～
生
き
が
い
と
ぬ
く
も
り
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

贈呈式の様子

南
種
子
町
お
は
な
し
子
ど
も
会

～
第
五
十
三
回
野
間
読
書
推
進
賞

受
賞
～

心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り

南
種
子
町



【鼻ぐり井手の見学】

( 6 )熊毛地区社会教育振興会 熊毛の社会教育

六
月
十
九
日
（
月
）
、
二
十
日
（
火
）
に

尾
之
間
保
健
セ
ン
タ
ー
、
宮
之
浦
公
民
館
で

子
ど
も
劇
場
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｆ
Ｙ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
『
ン
ビ
リ
の
王
子
、
旅

に
で
る
』
と
い
う
音
楽
劇
で
す
。
「
ン
」
が

つ
く
言
葉
は
何
で
も
「
ン
」
か
ら
始
め
る
（
パ

ン
ダ
は
「
ン
ダ
」
、
イ
ン
ド
ゾ
ウ
は
「
ン
ド

ゾ
ウ
」
な
ど
）
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
設
定
で
、

ラ
イ
オ
ン
の
王
子
や
八
百
屋
の
ゾ
ウ
、
中
華

料
理
店
の
パ
ン
ダ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
動
物

に
よ
る
歌
と
楽
器
の
演
奏
に
園
児
た
ち
は
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
四
年
ぶ
り
に
午
前
・
午
後
の

二
部
制
で
開
催
し
、
多
く
の
子
供
た
ち
や
保

護
者
の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。

異
年
齢
の
仲
間
と
と
も
に

子
供
た
ち
の
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

～
子
ど
も
劇
場
開
催
～

屋 久 島 町

八
月
十
六
日
（
水
）
か
ら
十
九
日
（
土
）

の
三
泊
四
日
で
、
屋
久
島
町
子
ど
も
会
の
小
・

中
学
生
二
十
人
が
、
姉
妹
都
市
の
熊
本
県
菊

陽
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。
台
風
や
感
染
症
の

影
響
で
六
年
ぶ
り
と
な
っ
た
訪
問
で
す
が
、

子
供
た
ち
は
、
体
験
を
通
し
て
多
く
の
学
び

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

熊
本
城
や
菊
陽
町
の
文
化
財
で
あ
る
「
鼻

ぐ
り
井
手
（
用
水
路
）
」
を
見
学
し
、
そ
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
感
動
し
た
り
、
菊
陽

町
の
子
供
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て
親
睦
を

深
め
た
り
と
、
あ
っ
と
い
う
間
の
四
日
間
で

し
た
。

学
校
も
年
齢
も
違
う
子
供
た
ち
は
、
初
め

の
う
ち
は
緊
張
気
味
で
し
た
が
、
日
が
経
つ

に
つ
れ
て
仲
良
く
な
り
、
最
終
日
の
菊
陽
町

か
ら
鹿
児
島
へ
の
帰
り
の
バ
ス
内
で
は
、
み

ん
な
で
歌
を
大
合
唱
。
す
っ
か
り
仲
良
く
な
っ

た
子
供
た
ち

は
、
帰
島
後

も
連
絡
を
取

り
合
っ
た
り
、

町
内
で
出
会
っ

た
と
き
に
声

を
掛
け
合
っ

た
り
と
、
交

流
を
継
続
し

て
い
る
よ
う

で
す
。

生
き
生
き

キ
ラ
キ
ラ

元
気
あ
ふ
れ
る

屋
久
島
町

こ
の
経
験
を
今
後
の
子
ど
も
会
活
動
に
つ

な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

十
一
月
四
日
（
土
）
に
、
屋
久
島
町
役
場

や
く
し
ま
ホ
ー
ル
で
、
ふ
る
さ
と
を
興
す
熊

毛
地
区
保
健
・
福
祉
学
習
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
「
健
康
で
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
～
す
べ
て
の
人
が
楽
し
く
生
活
で
き

る
社
会
を
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
実

技
や
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

実
技
で
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
長

の
永
田
和
子
さ
ん
が
、
屋
久
島
町
民
歌
体
操

を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
体
操
は
、
本
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
方
々
が
中
心
と
な
り

作
成
し
た
も
の
で
、
本
年
度
の
町
民
体
育
祭

で
も
準
備
運
動
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
本
町
在
住
で
カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー

プ
代
表
の
杉
下
真
絹
子
さ
ん
に
「
森
を
通
し

た
新
し
い
健
康
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
屋
久

島
の
自
然
を
生
か
し
た
森
林
浴
を
通
し
た
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。本

町
の
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
が
企
画
か

ら
当
日
の
運
営
ま
で
行
い
、
充
実
し
た
学
び

の
深
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

三
年
ぶ
り
の
開
催

【町民歌体操の指導】

十
一
月
二
十
三
日
（
木
）
、
シ
ド
ッ
チ
神

父
上
陸
記
念
祭
を
屋
久
島
町
小
島
の
上
陸
記

念
碑
前
に
て
行
い
ま
し
た
。
こ
の
式
典
は
、

シ
ド
ッ
チ
が
わ
が
国
に
も
た
ら
し
た
功
績
を

称
え
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
バ
テ
ィ
ス
タ
・
シ
ド
ッ
チ

は
、
一
七
〇
八
年
、
屋
久
島
に
上
陸
し
た
宣

教
師
で
す
。
当
時
の
日
本
で
は
キ
リ
ス
ト
教

を
弾
圧
し
て
い
た
た
め
、
上
陸
後
す
ぐ
に
捕

ら
え
ら
れ
、
江
戸
に
護
送
・
収
容
さ
れ
、
そ

の
後
獄
死
し
ま
し
た
。
シ
ド
ッ
チ
は
収
容
中

に
儒
学
者
・
新
井
白
石
に
よ
っ
て
尋
問
を
受

け
、
白
石
は
尋
問
で
得
た
情
報
を
も
と
に
「
西

洋
紀
聞
」
「
采
覧
異
言
」
を
著
し
、
こ
れ
ら

が
そ
の
後

の
幕
政
に

お
け
る
禁

書
の
緩
和

や
洋
学
の

発
展
な
ど

に
寄
与
し

た
と
言
わ

れ
て
い
ま

す
。

【オンライン講演の様子】

第
三
十
八
回

シ
ド
ッ
チ
神
父
上
陸
記
念
祭

↑
【
演
技
に
見
入
る
子
供

た
ち
】

←
【
三
人
の
俳
優
さ
ん
が

来
島
】

～
六
年
ぶ
り
の
子
ど
も
会
菊
陽
町
訪
問
～

～
ふ
る
さ
と
を
興
す

熊
毛
地
区
保
健
・
福
祉
学
習
大
会
～

【カトリック鹿児島司教区

教区長のあいさつ】


